



































































































































































































































































































































































































































































た有り得べからざる事態への鷲愕 懸愧の情、帝への恐憫 思い、罪と因果への恐怖の感情等の渾然 なっ
た、
当然の惑乱状態に対





















と う て い 読 み 解 け な い 問
題 が 、
r源氏物語』に存することを示唆し
た 言 葉 と し て 注 目
( 4 ) 
され る 。
(「国学者の源氏物語観ー—『も
の の ま ぎ れ 」 を め ぐ っ て
‘�L)
と 説 い て お ら れ る の は 、
順 現 業 の 長 大 で 深 長 な 文 芸 構 想 の 評 価 の
観 点 か ら も 、
ま さ に 妥 当 で あ る と 考 え る 。
10「




見 た て ま つ り て
、奏し侍らん」と冊え給へど、（藤壺）「むつ
か し げ な る 程 な れ ば 」 と
て、
見 せ た て ま つ り
給はぬも、
Ja
わ り な り 。 （ 紅 葉 賀 。
一 ー ニ 八 二 頁 ）
以前「おどろ／＼しう、










「 こ と わ り 」 だ 、
というものである。
しかし、
直 後 に 命 婦 が 「 見
ても思ふ見ぬはたいかに
嘆 く ら む こ や 世 の 人 の 惑 ふ て ふ や み
L（ 紅
業賀。一ーニ七三頁）というように、
源 氏 の 親 心 に 対 す る 同 情 の
念を吐露している如くに、源氏が赤子を見たがるのは「ことわり」で、








次 の 二 例 は 、
源 氏 と 末 摘 花 の 関 係 に 関 す る も の で あ る 。
11（




こ と わ り な れ 。
な に 事 も 、
思ひしづまり給へらんと思ふにこそ。」
（ 末 摘 花 巻 。 一 ー ニ 四 五 頁 ）
12（
大 輔 命 婦 ） 「 か ぎ り な き 人 も 、 親 な ど お
はして、
あ っ か ひ 、
後 見 聞 こ え 給 ふ ほ ど こ そ 、
若 ぴ 給 ふ も こ と わ り な れ 。
かばか
り 、
心 細 き 御 有 様 に 、
な ほ 、
世 を つ き せ ず 思 し は ゞ か る は 、
つきなうこそ」（同巻。
一 ー ニ 四 七 頁 。 ）
物心もつかない子供や、
親 の 庇 設 の も と で 我 が 身 の 処 し 方 も 知 ら
ないような娘の場合は、
恥ずかしがるのももっともであるという
こ と か ら 、
この「ことわり」
も 心 理 的 必 然 性 を 意 味 し て お り 、
教
条 的 な 遊 理 の 意 味 合 い で は 決 し て な い 。
次 は 、
同じ末摘花巻の、
源 氏 の 美 に 対 す る 命 婦 の 感 想 中 の 用 例
である。
3 ー
（ 源 氏 の 微 笑 を 見 て 、






街 心 の ま 、 な ら ん も こ と わ り 」 と 思 ふ 。
（末摘花巻。
一 ー ニ 五 四 頁 ）
女性関係において「おもひやり少なう」とか、「心のまま」という、源 氏 の 利 己 的 で 否
定 さ れ る べ き 有 様 に 対 し て 、
そ れ も 美 し さ ゆ え
「ことわり」だとしていることに留意したい。
こ こ か ら 、 「 こ と
わ り 」 が 教 戒 ・ 観 念 的 道 理 に 反 す る 内 実 を 表 象 す る こ と が 有 り 得
- 13 -
るということが確認できるが、
そ れ と と も に 、
この物語における
唯 美 主 義 的 な 精 神 基 盤 を 垣 間 見 る こ と も で き る の で あ る 。
源 氏 と 葵 上 の 関 係 に お い て も 「











は 知 り 給 は ず 、
さも思さむはことわりなれど、
心 う つ く し く
例の人の
や う に う ら み 給 は ゞ 、
我もうらなくうち語りてなぐ
さ め き こ え て ん 物 を 、
思は




出 で 来 る ぞ か し 。 （ 紅 葉
賀 巻 。 一
ー
ニ 七 五 頁 ）
若 紫 を 二 条 院 に 引 き 取 っ た こ と に 対 し て 、
葵上が「いと、
心 づ き
な し 」 と 感 じ た の は 3 J と わ り 」 で は あ る が 、
し か し … … と い う
文 脈 で あ り 、




と い う 見 方 も 可 能
である。3tJわり」と見られるものの中に「ことわりならざる」要素が含まれ、
反 対 に 「 こ と わ り な ら ざ
る」
もの









き 身 世 に や が て 消 え な ば 尋 ね て も 草 の 原 を ば 問 は じ と や
思ふと い ふ さ ま 、
艶 に 、
な ま め き た り 。 「 こ と わ り や 。
．．．．．． 
」 （ 花
宴 巻 。 一
ー
三 0 七 頁 ）
源 氏 が 名 告 り を 求 め た こ と に
対して、
名告らないから探し求めな
い と い う こ と な
ら 誠 意 が 疑 わ れ る と い う 職 月 夜 の 切 り 返 し を 「 こ
とわり」としていて、
こ れ に は か な り 理 知 的 な 表 出 の 中 に 女 性 の
真 情 が 含 ま れ て い る と 見 る こ と が で き よ う 。
以 上 、
男 女 の 関 係 に 「 こ と わ り 」 の 関 与 す る 例 を 順 次 考 察 し た 。
次 の 二 例 は 、 肉 親 の 情 に 関 与 す る 用 例 で あ る 。
16（
桐壺更衣の母君）「長き仰せ言をたぴ（うけたまはり
な が ら 、
み づ か ら は 、
えなん思ひ給へたつまじき。若宮は、
い か に お も ほ し 知 る に か 、
まゐり給はんことをのみなむ、
思
し い そ ぐ め れ ば 、
こ と わ り に 、
悲 し う 見 た て ま つ り 侍 る 」
（ 桐 壺 巻 。
一 l - H ハ 頁 ）
桐 壺 更 衣 亡 き 後 の 母 君 と 靭 負 の 命 婦 と の 対 話 部 分 で あ る
が、
若宮
が 内 衷 の 父 帝 に 会 い た が
っている心情を「ことわり」と認識しな
が ら も 、
更 衣 母 自 身 に と っ て そ の 心 情 は 別 れ に つ な が る と こ ろ か
ら 、




別 離 の 悲 し み に も か か わ ら ず 、
若宮の
心 情 を r こ と わ り な る 」
こととして共感しているわけである。故
にこの「ことわり」は、
親 に 対 す る 子 の 情 を 内 容 と し て い る と と
もに、
孫 に 対 す る 祖 母 の 愛 情 を も 内 包 し て い て 、 極 め て 人 消 条 理
的 な も の で あ り 、
そし
てその表象
す る 全 体 像 に
は 「 あ は れ 」 の 印






























































































































































































※ こ の 小 論 は 、
工 藤 進 思 郎 先 生 か ら 博 士 後 期 課 程 に お い て ご 教 示 賜 っ
た も の の ご く 一 部 を 基 に し て 成 っ た も の で す 。
先 生 に は 、
故 森 岡 常 夫 先 生 ご 退 官後 の 修 士 課 程 二 年 目 （ 昭 和 五 十
l
年 度 ） か ら 今 日 に 至 る ま で 変 わ る こ と な く 丁 寧 親 身 な ご 指 導 を 賜 り 、私 に 我 が 人 生 最 大 の 恩 師 と し て 言 い よ う の な い 腺 敬 と 感 謝 の 念 を 抱 いて 参 り ま し た 。
こ の 機 会 に 衷 心 よ り謝 意 を 表 さ せ て 頂 き ま す 。
（ か み ち
と し ひ こ
別 府 大 学 短 期 大 学 部 助 教 授 ）
（ 平 成 十 三 年 一 月 ー 十 二 月 ）
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 ー
〈単行本）
日 本 語 日 本 文 学 の 研 究 （ 前 田 宮 棋 先 生 退 官 記 念 論 集 刊 行 会 ）広島県職後国語教育実践研究文献目録第一集（安田女子大学言語 文 化 研 究 所 ）広島女学院大学公開魏座論集
旅 と 日 本 文 学 （ 広 島 女 学 院 大 学 日
本語日本文学科）． 安 田 文 芸 論 叢 研 究 と 演 科 （ 安 田 女
子大学日本文学会）










岩大語文（岩手大学語文学会）岩 手 郷 土 文 学 の 研 究 （ 岩 手 郷 土 文 学 研 究 会 ）宇 大 国 語 論 究 （ 宇 都 宮 大 学 国 語 教 育 学 会 ）
＋ ニ
歌 子 （ 実 践 女 子 短 期 大 学 日 本 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 科 ）愛媛国文と教育（愛媛大学教育学部国語国文学会）
＝ ＿ 四




大 阪 背 山 短 大 国 文 （ 大 阪 青 山 短 期 大 学 国 文 会 ）







大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 論 集 （ 大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 ）大 谷 女 子 大 国 文 （ 大 谷 女 子 大 学 日 本 語 日 本 文 学 会 ）大 要 国 文 （
大 要 女 子 大 学 国 文 学 会 ）
＝ ＝ ―




攻）愛 知 淑 徳 大 学 国 膀 国 文 （ 愛 知 淑 徳 大 学 国 文 学 会 ）愛 知 大 學 國 文 學 （ 愛 知 大 學 國 文 學會 ）
四 十
青 山 栢 文 （ 青 山 学 院 大 学 日 本 文 学 会 ）
三 一
旭 川 国 文 （ 北 海 道 教 育 大 学 旭 川 校 国 語 国 文 学 会 ）股 （ 山 崎 勝 昭 ）
七
跡見学園女子大学国文学科報
（ 跡 見 学 園 女 子 大 学 国 文 学 科 ）
十 六 ニ 四
九
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